
平均気温と子実収量との関係
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7. 複葉の運動がダイズの生産性に及ぼす影響
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8．狭畦密植栽培は群落内の光条件を均一化して
花芽分化・着莢を促進する

33

　　第11表　主茎/分枝，花房次位別の莢数（m-2）．

区

広畦･標準区 377 (42) 518 (58) 367 (41) 262 (29) 266 (30) 894 (100)

広畦･密植区 685 (76) 219 (24) 359 (40) 321 (36) 223 (24) 904 (100)

狭畦･標準区 384 (38) 627 (62) 333 (33) 416 (41) 262 (22) 1011 (100)

狭畦･密植区 702 (56) 553 (44) 456 (36) 524 (42) 276 (22) 1256 (100)

LSD(0.05) 61 93 ns 66 ns 85
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9. ダイズの子実収量に及ぼす倒伏の影響
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1999 325 cd 0.7 53.6 25.8 509 584 2 144

2000 204 a 1.9 71.6 26.3 346 763 1 155

2001 446 f 0.9 63.4 25.8 582 769 1 161

2002 274 bc 0.2 61.2 25.9 294 745 1 126

2003 404 ef 0.7 53.9 24.8 583 559 2 112

2004 357 de 2.8 50.4 26.4 630 674 7 　73

2005 293 c 2.2 51.2 26.5 436 630 1 111

2006 321 cd 2.0 58.8 25.8 723 676 2 148

2007 267 ac 1.5 55.4 26.4 364 650 3 118

2008 239 ab 0.2 46.5 26.1 337 681 1 157

平均
気温
(℃)

子実
収量

(g m-2)

倒伏
程度
(0-4)

主茎
長

(cm)

県平均
単収

(kg/10a)

7-9月
台風接
近回数

年次

第12表 10年間の子実収量と倒伏程度，気象要因，岡山県平均単収．

日照
時間
(h)

降水
量

(mm)

　項目 子実収量 倒伏程度 主茎長 平均気温 降水量 日照時間
台風

接近回数

 倒伏程度 0.115 ー

 主茎長 0.439 0.051 ー

 平均気温 -0.550 0.502 -0.011 ー

 降水量 0.687* 0.412 -0.115 -0.406 ー

 日照時間 0.025 0.020 0.656* 0.392 -0.275 ー

 台風接近回数 0.145 0.668* -0.352 0.191 0.427 -0.204 ー

 岡山県平均単収 -0.024 -0.497 0.443 -0.134 -0.184 0.397 -0.773**

　*，**：5%，1%水準で有意．

実験圃場収量と倒伏程度，気象要因，台風接近回数，との相関係数  



ダイズ収量向上の戦略は？
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水田輪作（２年３作）の適正実施による土壌有機物の還元
と酸度矯正（石灰施用）
６月、９月期の湿害回避（FOEAS、明･暗渠、心土破砕、
畦立て播種等）と梅雨明け後の干ばつ抑制（畦間潅水）に
よる花芽分化、結莢率の向上
高温耐性品種の導入による、開花数と粒大及び物質生産の
維持
最適播種期、収穫期を可能にする生態型品種の選択
難裂莢性品種の導入による、刈取り適期の拡大とコンバイ
ン収穫頭部損失低減
倒伏抵抗性品種の導入による、収穫作業の効率化と倒伏損
失の低減
花芽の分化と定着を増加させる受光条件の改善(狭畦栽培・
調位運動)



10. ダイズの多収栽培試験（2010-2015）
（品種，播種期，栽植密度，処理区）
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11. 収量と収量構成要素間の相関係数
（エンレイ，2010-2012）
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莢数 = 花蕾数× 結莢率



12. 異なる播種期・栽植密度で栽培したエンレイの開花
数の推移（2011年）
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13. 異なる播種期・栽植密度
で栽培したエンレイの乾物重
の推移（2011－2012年）
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